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　平成２３年９月１８日（日曜日）午後１時３０分より東京千代田区の帝国ホテル孔雀の間において、

母校創立百三十周年記念式典が開催された。（二面へ）
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式典終了後会場に居合わせた同窓生の集合写真

母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
学
術
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る

　

平
成　

年
９
月　

日
（
日
曜
日
）、
母
校
創
立
記
念
式
典
終
了
後
、
同

２３

１８

ホ
テ
ル
富
士
の
間
に
お
い
て
記
念
学
術
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
田
原
総
一
朗
氏
を
講
演
者
に
迎
え
、
今
井
大
学
院

獣
医
生
命
科
学
研
究
科
長
の
司
会
、
池
本
学
長
を
座
長
と
し
て
�
時
代

を
読
む
�
と
題
し
た
記
念
学
術
講
演
が
多
く
の
聴
衆
を
迎
え
行
わ
れ
た
。

　

講
演
後
、
聴
衆
と
の
質
疑
に
も
熱
が
入
り
、
予
定
時
間
を
超
過
し
て

の
講
演
会
と
な
っ
た
。

　

講
演
終
了
後
学
長
よ
り
田
原
氏
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

式
典
に
は
常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
、
国

会
議
員
、
農
林
水
産
省
、
自
治
体
、
学

校
法
人
日
本
医
科
大
学
教
職
員
、
日
本

獣
医
生
命
科
学
大
学
教
職
員
、
学
生
代

表
、
同
窓
生
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
参

列
の
も
と
挙
行
さ
れ
た
。

　

新
井
敏
郎
獣
医
学
部
長
の
司
会
で
開

式
さ
れ
、
赫
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学

理
事
長
の
挨
拶
、
池
本
学
長
の
式
辞
が

な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
常
陸
宮
殿
下
の
ご
挨
拶
を
頂

き
、
そ
の
後
中
條
同
窓
会
会
長
、
吉
住

父
母
会
会
長
、
来
賓
の
鹿
野
農
林
水
産

大
臣
、
文
部
科
学
省
よ
り
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
母
校
発
祥
の
地
で

あ
る
真
言
宗
豊
山
派
大
本
山
護
国
寺
の

岡
本
貫
首
、
大
学
縁
故
者
梅
野
信
吉
先

生
の
ご
親
族
で
あ
る
橋
本
信
一
郎
氏
、

梅
野
和
子
女
史
お
よ
び
秋
本
誠
一
氏
の

４
名
へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

式
典
を
始
め
と
す
る
、
当
日
開
催
さ

れ
た
１
３
０
周
年
記
念
事
業
は
学
校
法

人
日
本
医
科
大
学
赫
理
事
長
、
日
本
獣

医
生
命
科
学
大
学
池
本
学
長
、
同
窓
会

中
條
会
長
３
名
の
主
催
に
よ
る
。

（
集
合
写
真
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
第　

号
会
報
を
拡
大
し
て
ご
覧
に

４２

な
れ
ま
す
。）
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同
窓
の
皆
様
、
新
年
お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
ほ
ど
良
い
年
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
た
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
禍
福
は
糾
え
る
縄
の
ご

と
し
」
今
年
は
、
会
員
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
年
、
桃
の
節
句
を
迎
え
た
時
季
に
「
東
日
本
大

震
災
」
に
見
舞
わ
れ
た
多
く
の
会
員
と
ご
家
族
の
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
当
日
、

母
校
に
お
い
て
は
学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
地
震
を
体
験
し
た
こ

と
が
な
く
、
立
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯
で
し
た
。
地

震
後
の
津
波
の
放
映
は
、
現
実
か
夢
な
の
か
た
だ
呆

然
と
テ
レ
ビ
の
画
面
を
見
つ
め
る
ば
か
り
で
し
た
。

さ
ら
に
福
島
原
子
力
発
電
所
の
水
蒸
気
爆
発
が
起
こ

り
、
悪
夢
の
３
月　

日
と
な
り
、
小
生
は
同
窓
生
の

１１

無
事
を
祈
る
ば
か
り
で
し
た
。･

　

神
戸
大
震
災
を
教
訓
に
イ
ヌ 

ネ
コ
の
介
護
と
保

護
活
動
の
拠
点
を
石
巻
に
置
き
、
母
校
臨
床
教
員
数

人
が
常
駐
し
現
地
の
獣
医
師
と
共
に
支
援
活
動
を
、

暑
い
中
八
月
ま
で
ご
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
教
員

の
み
な
ら
ず
全
国
の
獣
医
師
が
被
害
に
遭
っ
た
動
物

の
保
護
と
里
親
探
し
な
ど
支
援
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
同
窓
生
に
よ
る
温
か
な
支
援
活
動

が
さ
れ
、
助
け
ら
れ
た
動
物
は
声
に
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
飼
い
主
共
々
感
謝
し
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
大
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
る
復
興
は
今

後
何
年
続
く
か
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
災
害
と

な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
関
連
の
被
害
も
深
刻
で
す
、
こ
の
様
な
状
況

で
す
と
人
間
が
優
先
さ
れ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
家
畜
・
家
禽
は
訴
え
る
術
が
無

く
惨
憺
た
る
状
況
で
す
。
津
波
に
よ
る
畜
産
関
連
の

被
害
額
は
、
漁
業
な
ど
に
比
べ
少
な
い
こ
と
も
あ
り

報
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
食
用
に
供
す
る
家
畜
・
家
禽
も

津
波
の
被
害
に
遇
い
、
畜
産
業
に
復
帰
す
る
畜
産
家

が
い
な
く
な
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
福

島
の
原
発
に
よ
る
影
響
も
、
乳
牛
が
閘
留
さ
れ
た
ま

ま
餓
死
し
た
り
、
放
射
線
に
被
爆
し
た
牛
な
ど
殺
処

分
と
国
が
早
々
に
決
定
し
ま
し
た
。
福
島
原
子
力
発

電
所
か
ら
約
十
キ
ロ
離
れ
た
南
相
馬
の
牧
場
を
母
校

教
員
と
視
察
し
ま
し
た
。
牧
場
は
地
震
に
よ
る
地
割

れ
が
み
ら
れ
、
牛
は
放
牧
さ
れ
て
牧
草
を
食
べ
生
き

な
が
ら
え
て
い
ま
し
た
、
時
間
に
な
る
と
群
れ
を
作

り
牧
舎
に
戻
っ
て
く
る
姿
が
今
で
も
目
に
焼
き
付

き
、
あ
の
牛
た
ち
の
末
路
を
思
う
と
今
で
も
胸
が
痛

く
な
り
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
・
原
発
に
よ
る
畜
産
業
界
の
被
害
に

は
、
国
か
ら
何
ら
か
の
補
償
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
に
従
事
す
る
獣
医
師
は
診
療
す
る
動
物
が

い
な
く
な
り
職
を
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。
獣
医
師
に
対

す
る
補
償
は
誰
が
、
ど
の
様
に
支
援
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

２
０
１
１
年
は
、
同
窓
生
に
と
っ
て
悲
喜
こ
も
ご

も
の
年
で
、
３
月　

日
の
大
震
災
と
母
校
１
３
０
周

１１

年
の
記
念
の
年
が
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

１
３
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
開
催
は
、
以

前
か
ら
教
員
・
事
務
職
の
準
備
に
か
け
て
き
た
ご
苦

労
に
報
い
る
こ
と
、
１
３
０
年
目
は
一
度
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
悲
し
み
に
耽
る
ば
か
り
で
な
く
「
が
ん
ば

れ
日
本
」
を
実
行
す
る
の
も
次
代
に
一
歩
を
踏
み
出

す
為
の
力
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
の
、
法
人
執
行
部
の

気
遣
い
も
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

　

式
典
・
祝
賀
会
は
、
学
内
の
法
人
職
員
と
教
職

員
、
同
窓
生
及
び
外
部
の
関
係
者
合
わ
せ
て
八
百
数

十
名
の
予
定
で
企
画
し
ま
し
た
。
同
窓
生
の
式
典
・

祝
賀
会
の
参
加
は
会
報　

号
で
も
広
く
参
加
を
呼
び

４１

か
け
ま
し
た
。

　

式
典
に
来
賓
と
し
て
常
陸
宮
殿
下
・
妃
殿
下
を
お

迎
え
で
き
ま
し
た
の
は
、
両
殿
下
の
ご
愛
犬
の
お
世

話
を
し
て
い
る
大　

期
卒
の
齋
藤
正
興
氏
の
お
口
聞

１３

き
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
創
立
記
念
へ
の
皇
族
の

ご
臨
席
は
初
め
て
で
母
校
の
歴
史
に
燦
然
と
刻
ま
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
常
陸
宮
殿
下
か
ら
は
、

心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
お
言
葉
を
賜
り
、
光
栄
の
至

り
で
し
た
。
さ
ら
に
現
役
の
鹿
野
農
相
、
自
民
党
元

石
波
政
調
会
長
な
ど
の
ご
出
席
も
戴
き
、
厳
か
で
格

調
高
い
式
典
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し

た
同
窓
生
一
同
も
感
激
し
、
１
３
０
年
か
ら
一
歩
踏

み
出
し
た
母
校
を
誇
り
に
思
い
、
明
日
か
ら
一
層
の

励
み
と
し
て
帰
路
に
つ
か
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

  
会
員
の
皆
様
に
お
届
け
し
ま
し
た
同
窓
会
名
簿
、

新
た
な
懐
旧
の
情
が
甦
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
同
窓
会
が
自
慢
で
き
る
こ
と
は
、
卒
業
生
の
大

半
の
同
窓
生
の
名
簿
管
理
が
で
き
て
い
る
こ
と
で

す
。
現
在
９
０
０
０
名
の
会
員
に
郵
送
し
、
返
送
は

極
僅
か
で
す
。
名
簿
は
同
窓
会
の
財
産
で
す
か
ら
大

事
に
（
特
に
業
者
な
ど
へ
の
流
出
）
扱
っ
て
下
さ

い
。
各
種
同
窓
生
の
集
会
で
の
ご
利
用
が
可
能
で

す
、
名
簿
を
活
用
し
て
、
同
窓
会
の
理
念
で
あ
り
ま

す
同
窓
同
志
親
交
を
深
め
て
下
さ
い
。

  
食
品
科
学
科
と
動
物
科
学
科
の
第
一
期
卒
業
生
は

昭
和　

年
、　

年
卒
、
既
に　

才
の
定
年
を
迎
え
る

４６

４７

６０

年
齢
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
は
歴
史
的
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
獣
医
学
科
の
同
窓
会
と
思
わ

れ
、
他
学
科
か
ら
の
参
加
者
が
増
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
全
学
科
の
同
窓
会
と
認
識
さ
れ
る
会
を

目
指
し
、
会
則
改
正
委
員
会
を
設
置
し
問
題
点
を
検

討
し
、　

年
度
代
議
員
会
ま
で
に
改
正
案
を
作
成
す

２４

る
様
に
取
り
組
み
ま
す
。

   
以
前
、
百
三
十
周
年
記
念
事
業
の
ご
寄
付
の
お
願

い
を
送
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
応
用
生
命
科
学
部
と
獣
医
保
健
看

護
学
科
の
教
育
研
究
施
設
を
第
一
校
舎
に
新
設
し
、

施
設
の
充
実
を
図
る
計
画
で
す
。
こ
の
建
物
に
は
、

念
願
の
武
道
場
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
第

一
校
舎
か
ら
グ
ラ
ン
ド
が
消
え
ま
す
が
、
代
替
に
東

大
農
場
跡
に
運
動
場
を
確
保
す
る
計
画
で
す
。
今
回

の
記
念
事
業
は
、
学
生
の
厚
生
施
設
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
近
い
将
来
、
武
道
場
、
運
動
場
、
馬
場
が

新
設
さ
れ
た
時
の
学
生
の
喜
ぶ
顔
が
想
像
で
き
ま

す
。
一
層
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
に
な
り
、
夢
で
あ
っ

た
対
外
試
合
を
母
校
で
開
催
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
同
窓
生
の
温
か
い
支
援
に
よ
っ
て
夢
を
実
現
さ

せ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
計
画

は
五
月
か
ら
着
手
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

学
生
の
厚
生
施
設
を
充
実
さ
せ
、
立
地
条
件
の
良

い
武
蔵
境
で　

世
紀
に
母
校
を
更
に
発
展
さ
せ
る
こ

２１

と
の
で
き
る
の
は
同
窓
各
位
の
大
き
な
支
援
協
力
に

よ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

後
ほ
ど
、
事
業
の
趣
意
書
を
再
度
お
届
け
し
ま

す
、
私
の
思
い
の
程
を
ご
理
解
賜
り
た
く
何
卒
趣
意

書
の
一
読
を
強
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

後
輩
の
た
め
に
「
立
ち
上
が
ろ
う
同
窓
生
」

　
　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長

中　

條　

雕
二
郎

立
ち
上
が
れ
日
本
・

立
ち
上
が
ろ
う
同
窓
生
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平
成　

年
９
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
、

２３

１７

母
校
Ｂ
棟
３
１
３
講
義
室
に
て
代
議
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
代
議
員
会
に
先
立
ち
午
前　

時
よ
り
理

１０

事
会
・
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、
代
議
員
会
の
議
案

書
に
対
す
る
討
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
問
題

な
く
代
議
員
会
へ
議
案
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

平
成　

年
度
代
議
員
会
は
、
吉
田
孝
治
事
務
局

２３

長
の
開
会
宣
言
で
開
会
さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
、
来
賓
１
名
、
顧
問
１
名
、
常

務
理
事　

名
、
理
事　

名
、
監
事
３
名
、
代
議
員

１１

２０

　

名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
３
名
で
あ
っ
た
。

５３中
條
会
長
の
挨
拶
に
次
い
で
、
来
賓
池
本
学
長
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

議
長
選
出：

司
会
者
に
よ
り
議
長
選
出
が
行
わ

れ
た
。

　

規
約
に
よ
り
代
議
員
の
中
か
ら
２
名
選
出
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
候
補
者
に
挙
手
を
願
っ
た
が
、

立
候
補
者
が
な
く
、
司
会
者
に
よ
り
午
前
中
の
理

事
会
で
推
薦
さ
れ
た
熊
本
県
支
部
の
福
岡
代
議

員
、
千
葉
県
支
部
の
早
坂
代
議
員
に
御
願
い
す
る

提
案
が
あ
っ
た
。
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

　

書
記
及
び
議
事
録
署
名
人
選
出：

司
会
者
よ
り

説
明
が
あ
り
、
予
め
依
頼
し
て
い
た
母
校
獣
医
保

健
看
護
学
科
の
戸
張
由
美
子
さ
ん
が
推
薦
さ
れ

た
。
議
事
録
署
名
人
に
は
大
学
支
部
の
左
向
代
議

員
、
新
井
代
議
員
が
推
薦
さ
れ
た
。
拍
手
に
よ
り

承
認
さ
れ
た
。

議
長
２
人
が
着
席
。

　

議
長：

本
日
の
出
席
者
は
、
先
に
報
告
の
あ
っ

た
通
り
で
す
。

　

議
事
に
入
り
ま
す
。

第
一
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
報
告

２２

総
務
担
当
相
見
理
事
よ
り
説
明
。

　

年
度
末
の
３
月　

日
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

１１

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
同
窓
生
の
方
々
に
、
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

特
に
岩
手
・
宮
城
・
福
島
三
県
に
お
住
い
の
同

窓
生
の
被
災
状
況
が
未
だ
に
正
確
に
分
か
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
と
し
て
緊
急
に
お
見
舞
い
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
大
変
な
状
況
で

す
の
で
支
部
で
状
況
の
把
握
が
で
き
次
第
個
人
々

に
お
見
舞
い
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
主
た
る
事
業
計
画
は
、
母
校
創

２２

立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
に
関
連
し
た
事
業
計
画

で
名
簿
の
無
料
配
布
を
し
た
。
住
所
が
明
ら
か
な

同
窓
生
全
員
お
よ
び
準
会
員
に
配
布
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

今
回
の
名
簿
は
、
会
員
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
内
容

も
よ
り
良
い
名
簿
を
編
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
員
に
送
付
し
た
数
は
同
窓
会
始
ま
っ
て
以

来
１
万
冊
を
超
す
発
行
部
数
と
な
り
、
本
事
業
に

要
し
た
予
算
は
特
別
会
計
で
積
み
立
て
た
資
金
で

賄
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
獣
医
・
動
物
・
食

品
・
看
護
の
同
窓
生
に
広
く
配
布
さ
れ
、
母
校
創

立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
記
念
に
な
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
記
し
た
震
災
被
害
が
３
月
決
算
末
で
し
た
の

で
、
通
常
の
同
窓
会
事
業
と
業
務
に
つ
い
て
滞
り

な
く
執
行
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

実
施
事
業

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会
開
催

２２

　
　

平
成　

年
７
月　

日
（
土
）、
母
校
Ｂ
棟
第

２２

２４

４
１
２
講
義
室
に
て
代
議
員
会　

代
議
員
会
終

了
後
ム
ラ
サ
キ
に
て
懇
親
会
開
催

２　

役
員
会
お
よ
び
委
員
会
等
の
開
催

３　

全
国
支
部
総
会
へ
の
派
遣
（
資
料
参
照
）

４　

母
校
１
３
０
周
年
記
念
会
員
名
簿
の
作
成
お

よ
び
発
送

５　

会
報　

号
発
行：

平
成　

年
１
月　

日

４１

２３

２７

６　

第　

回
母
校
学
術
交
流
会
へ
の
協
賛
お
よ
び

２６

ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞
副
賞
の
協
賛

７　

大
学
へ
の
支
援：

梅
野
信
吉
賞
記
念
盾
お
よ

び
副
賞
を
贈
呈

８　

宮
崎
県
口
蹄
疫
援
助
金
へ
の
協
賛

９　

学
生
会
員
（
準
会
員
）
へ
の
関
連
事
業

　

盧
入
学
祝
い

　

盪
卒
業
祝
い

平
成
二
十
三
年
度 

同
窓
会
理
事
会
・
代
議
員
会
開
催
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蘯
同
窓
会
褒
賞：

各
学
科
の
卒
業
生
一
名
、
計

４
名
に
授
与

　

盻
大
学
祭
へ
の
支
援

　

眈
就
職
支
援
活
動

　

眇
奨
学
生
申
請
学
生
の
審
査

　

拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案　

平
成　

年
度
収
支
決
算

２２

経
理
担
当
寺
田
理
事
よ
り
説
明

　

収
入
の
部：

資
料
参
照

　

支
出
の
部：

資
料
参
照

　

財
産
目
録：

資
料
参
照

平
成　

年
度
業
務
・
会
計
監
査
報
告
書

２２

拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
計
画
（
案
）

２３

総
務
担
当
相
見
理
事
よ
り
説
明

　

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
共
催
に
よ
る
母
校
創

立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る
支
援
・
協
力

で
あ
り
ま
す
。
母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
（
於：

帝
国
ホ
テ
ル
）
へ
同
窓
会
役

員
の
全
員
参
加
を
目
標
と
し
大
学
と
日
程
の
調
整

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
例
年
と
は
異
な
り

ま
す
が
代
議
員
会
を
９
月　

日
（
土
）
に
開
催

１７

し
、
翌　

日
の
式
典
・
祝
賀
会
に
参
加
す
る
企
画

１８

と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加
予
定
者
数
は
代
議

員
会
参
加
者
を
含
め
３
０
０
名
で
す
が
、
社
会
状

況
と
経
済
状
況
と
相
ま
っ
て
一
般
か
ら
の
参
加
希

望
者
が
少
な
く
、
参
加
再
募
集
の
要
請
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
次
の　

年
後
の
母
校
創
立
１
４
０

１０

周
年
に
向
け
母
校
発
展
の
礎
と
な
る
母
校
創
立
１

３
０
周
年
記
念
事
業
で
あ
る
応
用
生
命
科
学
部
と

獣
医
保
健
看
護
学
科
の
施
設
整
備
の
充
実
を
図
る

事
業
に
絶
大
な
支
援
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
こ
と
に
厳
し
い
社
会
状
況
下
で
心
苦
し
い
の
で

す
が
、
母
校
創
立
１
３
０
周
年
ま
で
の　

年
間
の

１０

母
校
へ
の
同
窓
会
の
協
力
が
母
校
の
安
泰
に
貢
献

で
き
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。　

年
後
に

１０

憂
い
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
母
校
創
立
１
３

０
周
年
記
念
事
業
へ
の
支
援
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
５
月
の
常
務
理
事
会
で
決
定
し
た
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
お
見
舞
い

は
、
被
災
支
部
会
員
の
現
状
把
握
が
で
き
な
い
状

況
な
の
で
、
支
部
の
活
動
が
通
常
に
行
え
る
状
況

を
待
ち
遂
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
支
部
役
員
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

実
施
事
業
予
定

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会：

平
成　

年
９
月
１

２３

２３

７
日
（
土
）
母
校
Ｂ
棟
３
階
３
１
３
講
義
室
に

て
開
催

２　

母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
、
記
念
講

演
、
記
念
祝
賀
会
へ
の
協
賛

３　

母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
募
金
事
業
へ
の

協
賛

４　

同
窓
会
館
設
立
準
備

５　

役
員
会
お
よ
び
委
員
会
等
の
開
催

６　

支
部
強
化
活
動

　

盧
代
議
員
非
派
遣
支
部
に
対
す
る
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
派
遣
要
請

　

盪
支
部
会
へ
の
役
員
派
遣

７　

同
窓
会
誌
発
行

８　

同
窓
会
会
報　

号
発
行

４２

９　

同
窓
会
会
則
の
見
直
し
と
方
向
性

　
　

大
学
へ
の
支
援

１０
　

盧
梅
野
信
吉
賞
へ
の
記
念
楯
・
副
賞
を
贈
呈

　
　

学
生
会
員
（
準
会
員
）
へ
の
関
連
事
業

１１
　

盧
入
学
祝
い

　

盪
卒
業
祝
い

　

蘯
同
窓
会
褒
賞
者
の
表
彰
・
記
念
品
の
贈
呈

　

盻
大
学
祭
へ
の
援
助

　

眈
奨
学
生
候
補
者
の
選
考

　

眇
就
職
活
動
支
援

　
　

そ
の
他

１２

全国支部総会への派遣（２０支部）

日　時派　遣支部名

平成２２年７月１１日豸中條会長福 島 県 支 部

平成２２年７月３１日貍中條会長大 阪 支 部

平成２２年８月７日貍寺田理事新 潟 支 部

平成２２年８月８日豸中條会長栃 木 県 支 部

平成２２年９月４日貍中條会長兵 庫 県 支 部

平成２２年９月４日貍中條会長四 国 支 部

平成２２年９月１９日豸中條会長群 馬 県 支 部

平成２２年９月２０日豺中條会長宮 城 県 支 部

平成２２年９月２６日豸中條会長埼 玉 県 支 部

平成２２年１０月３日豸原田先生広 島 県 支 部

平成２２年１０月８日貊中條会長茨 城 県 支 部

平成２２年１０月１２日貂清水先生山 梨 県 支 部

平成２２年１０月１７日豸新井先生千 葉 県 支 部

平成２２年１０月１７日豸宮崎理事神奈川県支部

平成２２年１０月３０日貍中條会長香 川 県 支 部

平成２２年１１月６日豸中條会長熊 本 県 支 部

平成２２年１１月２７日貍筒井先生長 野 県 支 部

平成２２年１１月２７日貍中條会長九 州 支 部

平成２３年２月１８日貊中條会長武蔵野三鷹支部

平成２３年３月２０日豸中條会長島 根 県 支 部
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第４号議案　平成２３年度収支予算（案）
平成２３年度一般会計収支予算書（案）

平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで
（単位：円）収入の部

摘      要差　異前年度予算額本年度予算額科      目

本年度 1,600 口 , 過年度 800 口07,200,0007,200,000１同窓会費収入

50,000 円 x 385 名200,00019,050,00019,250,000２入会金収入

△ 4,003,7838,118,1044,114,321３諸収入

04,0004,000　受取利息

△　  50,00060,00010,000　寄付金

△ 8,044,1048,044,1040
　名簿発行積立金
　取崩

500,0000500,000　奨学基金取崩

3,500,32103,500,321
　記念事業積立金
　取崩

90,00010,000100,000　雑収入

△ 3,803,78334,368,10430,564,321当期収入合計 (A)

 3,714,2546,808,68910,522,943前期繰越金

△  　89,52941,176,79341,087,264収入合計（B）

支出の部

摘       要差　異前年度予算額本年度予算額科　　目

200,00023,000,00023,200,000１事業費

会誌印刷、発送等3,500,00003,500,000　会誌発行費

△ 9,000,0009,000,0000　名簿発行費

会報印刷、同窓会ニュ－ス、発
送等

△ 2,000,0004,500,0002,500,000　会報発行費

 0200,000200,000　事業推進費

45支部分0700,000700,000　支部助成費

入学祝品 140 万円、卒業祝品
150 万円、大学祭 70万円、
表彰 10万円、学生支援 50万
円

500,0003,700,0004,200,000　学生会員援助費

母校学術交流会、梅野賞３０万円
など

△　 300,0001,200,000900,000　学術振興費

学生会員就職対策0200,000200,000　就職対策費

法人母校等との折衝費0300,000300,000　渉外費

0200,000200,000　慶弔費

岩手、宮城、福島など2,000,00002,000,000
　東日本災害支援
　金

130 周年記念式典（平成 23年
9月 18 日）

5,500,0003,000,0008,500,000　記念事業費

500,0005,000,0005,500,000２会議費

代議員旅費等1,000,0004,000,0005,000,000　代議員会議費

役員旅費等△　 500,0001,000,000500,000　役員会議費

△ 1,100,0007,400,0006,300,000 3 事務費

事務手当、アルバイト料、通勤
費等

△　 500,0004,000,0003,500,000　事務手当

支部派遣△　 200,0001,500,0001,300,000　旅費

封筒、コピ－代、振替用紙等0200,000200,000　印刷費

郵便料、電話代等0300,000300,000　通信費

郵便振替、銀行振込0100,000100,000
　振替・振込
　手数料費

事務機器など△　 200,000300,000100,000　器具備品費

△　 300,000800,000500,000
　ホームページ
　管理運営費

事務用品類など0100,000100,000　消耗品費

残高証明など100,000100,000200,000　雑費

1,102,8534,391,6305,494,483４特別会計繰入金

1,990,00010,0002,000,000　名簿発行引当金

1,000,0002,000,0003,000,000
　同窓会館積立
　引当金

010,00010,000　奨学基金引当金

0102,200102,200　退職給与引当金

創立１３０周年記念準備（H２３年５
月１０日予定）

△ 2,000,0002,000,0000
　記念事業積立
　引当金

112,853269,430382,283　減価償却引当金

 △   792,3821,385,163592,781５予備費

△　　89,52941,176,79341,087,264当期支出合計 (C)

△ 3,714,254△ 6,808,689△ 10,522,943当期収支差額 (A-C)

000
次期繰越収支差額
(B-C)

　　　第２号議案　平成２２年度収支決算
平成２２年度一般会計収支計算書

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

（単位；円）収入の部

摘　　要差　異決算額予算額科　　目

2,237(H22 年 1,264 ＋ H21 年
966 ＋他 7) 口× 3,000 円

489,0006,711,0007,200,000１同窓会費収入

50,000 円× 381 名019,050,00019,050,000２入会金収入

△      80,6508,198,7548,118,104３諸収入

普通預金の金利のみ5503,4504,000　受取利息

8,80051,20060,000　寄付金

08,044,1048,044,104
　名簿発行積立金
　取崩

△      90,000100,00010,000　雑収入

408,35033,959,75434,368,104当期収入合計（A）

06,808,6896,808,689前期繰越金

408,35040,768,44341,176,793収入合計（B）

支出の部

摘　　要差　異決算額予算額科　目

5,911,67817,088,32223,000,000１事業費

000　会誌発行費

12,400 冊印刷349,5198,650,4819,000,000　名簿発行費

12,400 部印刷 ( 会報 40 号、41
号 )

2,122,5142,377,4864,500,000　会報発行費

200,0000200,000　事業推進費

4４支部分 1,971 口× 300 円108,700591,300700,000　支部助成費

入学祝品 (H22,23 年 )、同窓会
長賞、大学祭援助、卒業祝品

△    412,5004,112,5003,700,000　学生会員援助費

母校学術交流会、梅野賞
(H21,22 年 )

70,0001,130,0001,200,000　学術振興費

学生会員就職対策200,0000200,000　就職対策費

 法人交流会費等120,300179,700300,000　渉外費

153,14546,855200,000　慶弔費

3,000,00003,000,000　記念事業準備費

1,567,1183,432,8825,000,000２会議費

代議員旅費等1,151,6002,848,4004,000,000　代議員会議費

役員旅費等415,518584,4821,000,000　役員会議費

3,232,3234,167,6777,400,000３事務費

事務手当、アルバイト料等1,453,8802,546,1204,000,000　事務手当

20支部派遣589,220910,7801,500,000　旅費

コピー機のリ－ス代等151,57848,422200,000　印刷費

郵便料、電話代等116,086183,914300,000　通信費

振替料、振込料46,00054,000100,000　振替手数料

プリンタ－、外付けHDD等217,65082,350300,000　器具備品費

HP管理費 2ヶ月分等587,440212,560800,000
　ホームページ
　管理運営費

事務用品等11,62488,376100,000　消耗品費

残高証明等58,84541,155100,000　雑費

△    164,9894,556,6194,391,630４特別会計繰入金

010,00010,000　名簿発行引当金

02,000,0002,000,000　会館建設引当金

010,00010,000　奨学基金引当金

0102,200102,200　退職給与引当金

02,000,0002,000,000
　記念事業積立
　引当金

△    164,989434,419269,430　減価償却引当金

HP開発コンテンツ一式△    500,000500,0000５固定資産取得費

口蹄疫発生義援金 (宮崎県獣医
師会 )

885,163500,0001,385,163６予備費

10,931,29330,245,50041,176,793当期支出合計 (C)

△10,522,9433,714,254△ 6,808,689当期収支差額 (A-C)

△10,522,94310,522,9430
次期繰越収支差額
(B-C)

�
�
�
�
�
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拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案　

平
成　

年
度
収
支
予
算
（
案
）

２３

経
理
担
当
寺
田
理
事
よ
り
説
明

平
成　

年
度
一
般
会
計
収
支
計
算
書：

資
料
参
照

２３

　

拍
手
に
よ
り
承
認

　

議
長：

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

も
ち
ま
し
て
議
長
職
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

閉
会：

事
務
局
長
よ
り
閉
会
が
宣
言
さ
れ
終
了

し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
代
議
員
会
の
懇
親
会
は
明
日

母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
祝
宴
が
開
催
さ
れ
る

た
め
中
止
と
な
っ
た
。

�
　

○
同
窓
会
本
部
へ
の
連
絡

　

通
常
、
土
日
祝
日
を
除
く
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

４
時
ま
で
事
務
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
時
間
は
留
守
番
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
郵

便
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
連
絡
先
は

本
会
報
一
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り 

○
会
費
納
入
の
お
願
い

　

本
会
の
事
業
は
、
会
員
の
会
費
納
入
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
発
行
予
定
の
同

窓
会
誌
、
平
成　

年
発
行
の
会
員
名
簿
等
は
会
費

２５

納
入
者
に
無
料
配
布
さ
れ
ま
す
。
本
会
報
に
振
込

用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
る
場
合
は
個
人
で
会
費
納

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
振
込
用
紙
が

同
封
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
支
部
の
指
示
に
従
っ

て
納
入
願
い
ま
す
。
郵
便
局
か
ら
振
り
込
む
取
扱

票
に
は
お
忘
れ
な
く
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

記
載
し
、
通
信
欄
に
は
卒
業
学
科
と
卒
業
期
（
封

筒
の
住
所
ラ
ベ
ル
の
区
分
）
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。
住
所
等
変
更
の
あ
る
方
は
変
更
有
り
に
丸
印

し
て
く
だ
さ
い
、
住
所
録
の
変
更
を
致
し
ま
す
。

○
本
部
年
会
費
一
括
納
入
支
部
へ
の
お
願
い

　

本
部
会
費
を
一
括
納
入
さ
れ
た
支
部
は
、
会
費

納
入
者
名
簿
を
事
務
局
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
メ
ー
ル
で
お
送
り
下
さ
い
。

○
住
所
録
変
更
届
け

　

住
所
、
氏
名
、
職
業
等
の
変
更
は
ハ
ガ
キ
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
か
ら
変
更
届
け
を
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
連
絡
は
記
載
ミ
ス
な
ど
の
要
因
と
な
り

ま
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
登
録
変
更
は
原
則

と
し
て
個
人
申
告
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
支
部
、

同
期
会
、
友
人
か
ら
の
届
け
出
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

○
同
窓
会
誌
発
行

　

母
校
創
立
１
３
０
周
年
を
記
念
し
た
同
窓
会
誌

を
、
来
年
３
月
発
行
を
目
標
に
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
同
窓
会
の
歴
史
、
支
部
会
の
活
動
状

況
、
母
校
創
立
１
３
０
周
年
行
事
な
ど
を
主
に
編

集
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
会
誌
は
本
部

年
会
費
納
入
者
を
対
象
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

○
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

他
大
学
で
博
士
号
、
修
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ

た
方
。
国
会
議
員
、
市
町
村
長
、
県
議
会
議
員
等

に
選
出
・
再
選
さ
れ
た
方
。
叙
勲
を
授
与
さ
れ
た

方
、
ご
逝
去
さ
れ
た
方
な
ど
。
情
報
提
供
者
を
特

定
で
き
る
よ
う
電
話
以
外
に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　

昨
年　

月
、
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
理
事

１１

長
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
長
、
同
窓
会
会

長
の
連
名
で
募
金
趣
意
書
が
届
け
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
同
窓
会
で
は
母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念

事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
記
念
事
業
関
係
者
と

会
合
を
開
き
、
よ
り
多
く
の
同
窓
生
の
賛
同
を
得

ら
れ
る
よ
う
独
自
の
募
金
方
針
を
模
索
し
て
お
り

ま
す
。
同
窓
会
の
方
針
が
決
定
次
第
、
詳
細
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。
そ
の
節
は
多
く
の
会
員
に
参

加
し
て
頂
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
支
部
会
・
同
期
会
の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

開
催
報
告
・
近
況
と
共
に
写
真
を
送
っ
て
下
さ
い
。

可
能
な
限
り
会
報
や
同
窓
会
誌
に
掲
載
致
し
ま
す
。

財　産　目　録
平成23年 3 月 31 日

（単位：円）

金　　　　　額　　　科 　　　      目
Ⅰ．　資産の部

　１．流動資産

50,000　　（１）現　　　　　金

33,528,235　　（２）普　通　預　金

1,638,345　　　①三菱東京UFJ 銀行 (3935838)

451,552　　　②三菱東京UFJ 銀行 (1324284)

8,056,017　　　③三菱東京UFJ 銀行 (1233022)

7,566,538　　　④三菱東京UFJ 銀行 (5015167)

287,954　　　⑤三菱東京UFJ 銀行 (5015159)

3,500,321　　　⑥三菱東京UFJ 銀行 (0052823)

12,027,508　　　⑦三菱東京UFJ 銀行 (1741549)

50,140,000　　（３）定　期　預　金

50,140,000　　　①三菱東京UFJ 銀行 (0002747)

735,385　　（４）郵　便　振　替

　　（５）未　　収　　金 

84,453,620　　　　　流 動 資 産 合 計

　２．固定資産

0　　（１）土　地　建　物

774,987　　（２）その他の固定資産（什器備品及びパソコン、ソフト）

774,987　　　　　固 定 資 産 合 計

85,228,607　　　　　　　資　産　合　計

Ⅱ． 負債の部

　１．流動負債

0　　（１）未　　払　　金

0　　（２）前　　受　　金

0　　　　　流 動 負 債 合 計

　２．固定負債

11,913　　（１）名簿 発行 引当金

58,800,300　　（２）同窓 会館 引当金

7,566,538　　（３）奨学 基金 引当金

287,954　　（４）退職 給与 引当金

3,500,321　　（５）記念 事業 引当金

3,659,917　　（６）減価 償却 引当金 

73,826,943　　　　　固 定 負 債 合 計

73,826,943　　　　　　　負　債　合　計

11,401,664　　　　　　　正　味　財　産
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�学
位
（
博
士
）
取
得
者

○
平
成　

年
秋
生
存
者
叙
勲
（
平
成　

年　

月　

日
）

２３

２３

１１

１０

　

大
学
８
期　

紺
野　

耕
【
瑞
宝
中
綬
章
】

○
議
員
当
選
者

　

獣
医　

期　

竹
下　

博
英　

秋
田
県
議
会
議
員

２４

　
（
二
期
目
）

　

食
品　

期　

佐
藤　

芳
忠　

大
館
市
議
会
議
員

２４

○
訃
報

醍
醐
正
之
名
誉
教
授
（
獣
医
大
１
期
、
平
成　

年
２
月

２１

　

日
逝
去
）

１３

同
窓
会
関
係
情
報 

　

先
生
は
家
畜
解
剖
学
教
室
教
授
を
平
成
５
年
３

月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
一
見
、
気
む
ず
か
し
い

よ
う
で
す
が
、
い
つ
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
「
解

剖
の
一
刀
は
教
授
の
努
め
」
の
ひ
と
こ
と
が
今
も

心
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。（
獣
医
解
剖
学
教
室　

尼
崎
肇
教
授
談
）

高
橋
敏
夫
教
授
（
獣
医
大　

期
、
平
成　

年　

月
３
日

２６

２３

１０

逝
去
）

　

獣
医
微
生
物
学
教
室
の
教
授
で
あ
っ
た
高
橋
敏

雄
教
授
は
、
本
学
の
獣
医
学
科
を
私
と
共
に
卒
業

し
た
同
期
生
で
あ
り
ま
す
。
農
水
省
動
物
医
薬
品

検
査
所
を
退
職
後
、
昨
年
４
月
に
本
学
の
教
授
に

就
任
し
、
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
彼
の
急
逝
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

御
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。（
獣
医
臨
床
繁
殖

学
教
室  
河
上
栄
一
教
授
談
）

高
橋
勇
同
窓
会
顧
問
・
名
誉
教
授
（
専
門
７
期
、
平

成　

年　

月　

日
逝
去
）

２３

１０

１３

　

高
橋
勇
名
誉
教
授
は
、
昭
和　

年
農
林
省
家
畜

３９

衛
生
試
験
場
か
ら
母
校
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
同

窓
会
事
務
局
長
を
永
年
務
め
ら
れ
、
昭
和　

年
荒

５７

木
同
窓
会
長
を
先
頭
に
小
野
田
移
転
反
対
を
全
国

的
に
展
開
し
ま
し
た
。
小
野
田
移
転
中
止
か
ら　
３０

年
が
過
ぎ
、
武
蔵
境
校
地
で
１
３
０
周
年
に
相
応

し
い
教
育
研
究
施
設
が
整
備
さ
れ
大
変
喜
ば
れ
て

お
り
ま
し
た
。
身
を
挺
し
て
母
校
を
守
っ
た
姿
勢

は
先
生
の
母
校
愛
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
合
掌

（
同
窓
会
会
長　

中
條
眞
二
郎
談
）

　

私
が
高
橋
勇
先
生
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は

学
生
時
代
の
獣
医
微
生
物
学
で
の
講
義
で
し
た
。

講
義
さ
れ
て
い
た
病
原
微
生
物
に
興
味
を
持
ち
、

入
室
す
る
研
究
室
は
獣
医
微
生
物
学
教
室
を
選
択

し
、
卒
論
と
修
論
を
仕
上
げ
る
実
験
等
で
は
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
こ

に
謹
ん
で
高
橋
勇
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。（
獣
医
微
生
物
学
教
室　

片
岡
康
准
教

授
談
）

高
崎
正
治
名
誉
学
長
（
平
成　

年　

月　

日
逝
去
）

２３

１１

１１

　

先
生
は
、
昭
和　

年
か
ら
平
成
５
年
ま
で
学
長

６１

と
し
て
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
平
成　

年
に
は
勲
三
等
旭
日
中
綬

１２

章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
、
多
く
の
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
た
の
も
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

多
く
の
薫
陶
を
受
け
て
き
た
者
と
し
て
、
ま
こ
と

に
寂
寞
の
感
を
禁
じ
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。（
食
品
経
済
学
教
室　

佐
々
木
輝
雄
教
授
談
）

�
　

平
成　

年
度
母
校
入
学
試
験
の
倍
率
お
よ
び
地

２３

区
別
の
入
学
者
数
は
次
の
よ
う
な
結
果
で
あ
っ
た
。

　

平
成　

年
度
入
試
で
は
獣
医
学
科
の
一
般
入
試

２３

（
第
一
回
）
の
入
試
方
法
が
大
き
く
変
更
と
な
り

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
「
英
語
（
筆
記
の

み
）」・
セ
ン
タ
ー
試
験
「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」「
数
学

Ⅱ
・
Ｂ
」
を
必
須
と
し
、
本
学
試
験
「
理
科
」
が

生
物
・
化
学
・
物
理
の
中
か
ら
１
科
目
選
択
と
な

り
ま
す
。
一
般
入
試
（
第
二
回
）
に
お
い
て
は
従

来
通
り
本
学
試
験
「
英
語
」、「
数
学
」（
必
須
）

「
理
科
」（
生
物
・
化
学
・
物
理
よ
り
一
科
目
選
択
）

で
す
。
獣
医
保
健
看
護
学
科
・
動
物
科
学
科
・
食

品
科
学
科
の
一
般
入
試
（
第
一
回
）
で
は
、
試
験

母
校
入
学
試
験
結
果 

学位（博士）取得者一覧（平成２２年７月～平成２３年１１月）

【獣医学専攻　博士課程】

所属教室学位授与年月日氏　　名学位記番号

獣医外科学平成 23年 3月 11 日 糸井 　 崇将 
いとい たかまさ博獣甲第１４１号

獣医臨床繁殖学平成 23年 3月 11 日 加藤 　 卓也 
かとう たくや博獣甲第１４２号

獣医外科学平成 23年 3月 11 日 神野 　 信夫 
かんの のぶお博獣甲第１４３号

獣医公衆衛生学平成 23年 3月 11 日
 Batmunkh  
ばとむんふ

 Otgonchimeg 
おとごんちめぐ

博獣甲第１４４号

比較動物医学平成 23年 3月 11 日 村中 　 志朗 
むらなか しろう博獣甲第１４５号

獣医衛生学平成 22年 12 月 2日 小川 　 孝 
おがわ たかし乙第２９３号

比較細胞生物学教室平成 23年 1月 7日 畠山 　 仁 
はたけやま ひとし乙第２９６号

獣医外科学平成 23年 3月 11 日 浦野 　 貴  美  代 
うらの き み よ博獣乙第２９７号

獣医放射線学平成 23年 3月 11 日 大村 　 知之 
おおむら ともゆき博獣乙第２９８号

獣医内科学平成 23年 3月 11 日 豊田 　 洋治 
とよだ ようじ博獣乙第２９９号

獣医外科学平成 23年 3月 11 日 山口 　 伸也 
やまぐち しんや博獣乙第３００号

獣医臨床繁殖学平成 23年 3月 11 日 渡邉 　 一夫 
わたなべ かずお博獣乙第３０１号

獣医衛生学平成 23年 11 月 25 日 佐  々   木 　 崇 
さ さ き たかし博獣乙第３０２号

獣医生理化学平成 23年 11 月 25 日 波  多  野 　 豊 
は た の ゆたか博獣乙第３０３号

【応用生命科学学専攻　博士後期課程】

所属教室学位授与年月日氏名学位記番号

動物栄養学平成 23年 3月 11 日 李 　 周煥 
い じゅほあん博応甲第１号
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第２８回学術交流会開催予告

　来年度の日本獣医生命科学大学研究交流

会は、愛知県支部・中部地区の同窓生の協

力の下、名古屋市において今年秋に開催す

る予定で準備を進めている。開催の詳細が

決定次第個人宛に郵便、あるいは同窓会

ホームページにて案内します。皆様の奮っ

てのご参加を期待しています。

　学術交流会責任者：獣医保健看護学科　

左向敏紀教授（０４２２-３１-４１５１　内線３５２）
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会
場
を
東
京
（
本
学
）、
大
阪
（
天
満
研
修
セ
ン

タ
ー
）、
仙
台
（
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）
に
加

え
、
北
海
道
（
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）、
広
島

（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
）
の
五
会
場
か
ら

選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
募
集
定
員
は
、
獣
医
保
健
看
護
学

２４

科
と
動
物
科
学
科
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成　
２３

年
８
月　

日
付
に
て
文
部
科
学
省
よ
り
認
可
さ
れ

２９

　

名
か
ら
１
０
０
名
に
増
員
さ
れ
ま
し
た
。 

８０

倍率合格者数受験者数志願者数学科試験区分

平成２３年度平成２２年度平成２３年度平成２２年度平成２３年度平成２２年度平成２３年度

5.1022219310795111獣医〈推薦〉

2.81252764766576保健看護

1.4225(4)26(1)42(4)37(1)43(4)37(1)動物

1.0027(12)29(15)37(12)29(15)37(12)29(15)食品

7.00218789獣医〈社会人〉

0.00000000保健看護

0.00000000動物

0.00000000食品

0.00010323獣医〈帰国〉

0.00101010保健看護

1.00010101動物

0.00000000食品

1.6055158168獣医〈後継者〉

14.333329432943獣医〈学士〉

0.00001010保健看護

0.00001010動物

0.00000000食品

－  110114291311298317（小計）推薦 +特別

8.80981051,1989241,259926獣医第 1回
一般
入試 4.03115103363415370420保健看護

2.88138140436403444410動物

2.06135117225241233247食品

－  4864652,2221,9832,3062,003（小計）

8.474445246381246381獣医センター試験

5.035840148201148201保健看護

8.192021104172104172動物

6.3520209112791127食品

－  142126589881589881（小計）

25.51716378408424491獣医第 2回
一般
入試 9.008872727774保健看護

20.202655410162105動物

5.568965507160食品

－  5938569631634730（小計）

－  7977433,6713,8063,8273,931総合計

平成 22 年度入試　入学試験結果

入学者数地区学科コード

1北海道獣医学科

2東北獣医学科

64関東甲信越獣医学科

5東海獣医学科

9近畿獣医学科

1中国獣医学科

6四国獣医学科

7九州・沖縄獣医学科

1その他獣医学科

2北海道獣医保健看護学科

2東北獣医保健看護学科

82関東甲信越獣医保健看護学科

4東海獣医保健看護学科

4近畿獣医保健看護学科

2中国獣医保健看護学科

4九州・沖縄獣医保健看護学科

1その他獣医保健看護学科

1北海道動物科学科

2東北動物科学科

83関東甲信越動物科学科

3東海動物科学科

1近畿動物科学科

2中国動物科学科

1四国動物科学科

2九州・沖縄動物科学科

2その他動物科学科

1北海道食品科学科

1東北食品科学科

83関東甲信越食品科学科

1東海食品科学科

1近畿食品科学科

1四国食品科学科※ ( ) 内は指定校推薦数

※第２回一般入試は追加合格者を含む 

※獣医学科の入学者数は学士（２年次入学）含む 

平成２３年度入学者数

99名獣医学科

101 名獣医保健看護学科

97名動物科学科

88名食品科学科

385 名合計

平成２３年度母校入学試験結果
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第一回 一般入試

出願受付

　平成２４年１月５日～２７日

試験日

　獣医学科：平成２４年２月５日（日）

　会場：母校、大阪

　動物科学科、食品科学科、獣医保健看護学科：

　　平成２４年２月６日（月）

　会場：母校、大阪、仙台、札幌、広島

平成２４年度母校一般入学試験日程について

第二回 一般入試

出願受付

　平成２４年２月１３日～３月２日

試験日

　全学科：平成２４年３月１５日（木）

　会場：母校

　詳細については教務課入試係（TEL ０４２２-３１-４１５１）までお問い合わせください。

　なお、日獣大ホームページ（http:// www.nvlu.ac.jp）から入試出願状況速報な

どが確認できます。
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�
　

■ 

学
生
表
彰

　

学
長
賞
、
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
褒
賞
、
同

窓
会
長
賞
は
各
最
終
学
年
の
学
生
を
対
象
と
し
て

選
出
さ
れ
、
武
蔵
野
賞
は
各
学
年
か
ら
３
名
が
選

出
さ
れ
る
。
欅
賞
は
年
間
を
通
し
て
活
躍
し
た
団

体
に
贈
ら
れ
ま
す
。
授
与
は
、
最
終
学
年
は
学
位

記
授
与
式
に
て
表
彰
さ
れ
、
在
学
生
は
入
学
式
に

て
表
彰
さ
れ
た
。
対
象
は
平
成　

年　

月
〜
平
成

２２

１２

　

年　

月
ま
で
で
あ
る
。

２３

１１

盧　

学
長
賞

　
　

獣
医
学
科　
　
　
　
　
　

飯　

森　

麻　

衣

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科　
　

丸　

山　

基　

世

　
　

動
物
科
学
科　
　
　
　
　

丸　

山　

徹　

歩

　
　

食
品
科
学
科　
　
　
　
　

真　

壁　

友
里
子

盪　

社
団
法
人　

日
本
獣
医
師
会
褒
賞

　
　

獣
医
学
科　
　
　
　
　
　

屶　

網　
　
　

慶

蘯　

同
窓
会
長
賞

　
　

獣
医
学
科　
　
　
　
　
　

吉　

澤　
　
　

円

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科　
　

内　

田　

翔　

子

　
　

動
物
科
学
科　
　
　
　
　

樋　

口　

彩　

香

　
　

食
品
科
学
科　
　
　
　
　

斎　

藤　

恵　

美

盻　

武
蔵
野
賞

　
　

獣
医
学
科
２
年　
　
　
　

内　

山　

莉　

花

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

林　
　
　

麻　

央

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

杉　

浦　

壮　

大

母
校
近
状 

　
　

獣
医
学
科
３
年　
　
　
　

越　

智　
　
　

葵

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

萩　

原　

文　

乃

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

岡　
　
　

美
沙
樹

　
　

獣
医
学
科
４
年　
　
　
　

戸　

上　

絵　

理

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

竹　

下　

恭　

平

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

池　

谷　

早　

代

　
　

獣
医
学
科
５
年　
　
　
　

赤　

津　

佳
菜
子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

鵜　

飼　

正　

保

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

田　

中　
　
　

優

　
　

獣
医
学
科
６
年　
　
　
　

八　

木　

智　

子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

佐　

藤　

由　

佳

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

北　

村　

鮎　

美

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
２
年 

原　

田　
　
　

栞

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

石　

田　

美　

保

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

和　

田　

藍　

果

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
３
年 

生　

野　

佐　

織

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

加　

藤　

真
理
子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

兼　

田　

裕　

希

　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
４
年 

石　

田　

沙　

恵

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

岡　

村　

恵
里
子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

伊　

藤　

麻　

衣

　
　

動
物
科
学
科
２
年　
　
　

前　

田　

亮　

輔

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

小　

沢　

聡　

恵

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

田　

島　

広　

大

　
　

動
物
科
学
科
３
年　
　
　

岡　

崎　

綾　

乃

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

福　

井　

伶　

奈

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

金　

子　

美　

里

　
　

動
物
科
学
科
４
年　
　
　

小　

渕　

智　

子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

西　

田　

匡　

宏

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

長
谷
川　

悦　

子

　
　

食
品
科
学
科
２
年　
　
　

宮　

本　

友　

香

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

猪　

俣　

今
日
子

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

宮　

崎　

友　

佳

　
　

食
品
科
学
科
３
年　
　
　

安　

西　

め
ぐ
み

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

土　

屋　

り　

え

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

斉　

藤　

善　

紀

　
　

食
品
科
学
科
４
年　
　
　

井　

上　
　
　

航

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

佐
々
木　

友
理
恵

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

野　

本　

敦　

美

眈　

欅
賞

　
　

愛
奏
会

■ 

教
員
人
事
（
平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成

２２

１２

　

年　

月　

日
ま
で
）

２３

１１

３０

○
新
任
（
平
成　

年　

月
１
日
付
）

２２

１２

　

助　

教

　
　

栃
木　

裕
貴
（
獣
医
生
理
学
）

○
新
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２３

　

教　

授

　
　

渋
井　

達
郎
（
食
品
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

　

講　

師

　
　

長
田　

雅
宏
（
付
属
牧
場
）

　

助　

教

　
　

手
嶋　

隆
洋
（
獣
医
内
科
学
）

　
　

小
林　

正
典
（
獣
医
臨
床
繁
殖
学
）

　
　

宮
川　

優
一
（
獣
医
高
度
医
療
学
）

　
　

落
合　

和
彦
（
獣
医
保
健
看
護
学
基
礎
部
門
）

　
　

小
林　
　

淳

)

（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門 

○
新
任
（
平
成　

年
７
月
１
日
付
）

２３

　

助　

手

　
　

澤
田　

治
美
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

○
新
任
（
平
成　

年　

月
１
日
付
）

２３

１０

　

特
任
教
授

　
　

清
水　

一
政
（
獣
医
学
部
）

○
昇
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２３

　

教　

授

　
　

原　
　
　

康
（
獣
医
外
科
学
）

　
　

土
田　

修
一
（
比
較
細
胞
生
物
学
）

　
　

神
谷　

新
司
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

　
　

永
松　

美
希
（
食
料
自
然
共
生
経
済
学
）

　

准
教
授

　
　

盆
子
原　

誠
（
獣
医
臨
床
病
理
学
）

　
　

添
田　
　

聡
（
獣
医
解
剖
学
）

　
　

金
田　

剛
治
（
獣
医
薬
理
学
）

　
　

塚
田　

晃
三
（
獣
医
病
理
学
）

　
　

落
合　

由
嗣
（
獣
医
公
衆
衛
生
学
）

　
　

青
木　

博
史
（
獣
医
保
健
看
護
学
基
礎
部
門
）

　
　

牧
野　

ゆ
き
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　
　

吉
田　

達
行
（
動
物
遺
伝
育
種
学
）

　
　

古
田　

洋
樹
（
動
物
遺
伝
育
種
学
）

　
　

大
橋　

雄
二
（
食
品
衛
生
学
）

　

講　

師

　
　

山
本　

一
郎
（
獣
医
生
理
化
学
）

○
配
置
換
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２３

　

獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門　

教
授

　
　

神
谷　

新
司
（
獣
医
解
剖
学
）

○
退
職
（
平
成　

年
４
月　

日
付
）

２３

３０

　

助　

手

　
　

倉
田　

朋
子
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）
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○
退
職
（
平
成　

年　

月
３
日
付
）

２３

１０

　

教　

授

　
　

高
橋　

敏
雄
（
獣
医
微
生
物
学
）

○
定
年
退
職
（
平
成　

年
３
月
３
１
日
付
）

２３

　

教　

授

　
　

清
水　

一
政
（
獣
医
薬
理
学
）

　
　

廣
瀬　
　

昶
（
獣
医
内
科
学
）

　
　

織
間　

博
光
（
獣
医
放
射
線
学
）

　
　

筒
井　

敏
彦
（
獣
医
臨
床
繁
殖
学
）

　
　

原
田　

隆
彦
（
比
較
細
胞
生
物
学
）

　

講　

師

　
　

浅
田　

忠
利
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

○
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２３

　

教　

授

　
　

清
水　

一
政

　
　

廣
瀬　
　

昶

　
　

織
間　

博
光

　
　

筒
井　

敏
彦

　
　

原
田　

隆
彦

　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

�
　　

第　

回
獣
医
師
国
家
試
験
は
平
成　

年
２
月

６２

２３

　

、　

日
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
３
月　

日
に

２２

２３

１８

発
表
さ
れ
た
。

　

本
学
の
新
卒
者　

名
の
う
ち　

名
が
合
格
し
、

９５

８６

合
格
率
は　

・
５
％
（
新
卒
者
の
全
国
平
均
は　

・

９０

９０

８
％
）
で
あ
っ
た
。
全　

大
学
中　

番
目
、
私
立

１６

１１

■ 
平
成　

年
度

２２

 　

獣
医
師
国
家
試
験
に
つ
い
て

５
大
学
中
３
番
目
と
い
う
成
績
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
各
大
学
の
成
績
が
非
常
に
接
近
し
て

お
り
１
０
０
％
合
格
の
大
学
も
な
い
代
わ
り
に

（
１
番
目
は
東
京
大
学
の　

％
）、
合
格
率　

％
以

９７

８０

下
の
大
学
も
な
か
っ
た
。
前
年
度
の　

名
中　

名

８７

８６

合
格
（　

・
９
％
、　

大
学
中
３
番
目
、
私
立
５

９８

１６

大
学
中
１
番
目
）
と
い
う
成
績
に
比
べ
る
と
著
し

く
成
績
が
悪
化
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
前
年
度

は
全
体
の
合
格
率
も　

・
３
％
と
高
く
、
比
較
的

９２

問
題
が
や
さ
し
か
っ
た
年
と
考
え
ら
れ
、
今
年
度

の
成
績
が
特
段
悪
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

昨
年
か
ら
国
家
試
験
が
２
月　

日
前
後
に
実
施

２０

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
に
比
べ
２
週
間
程
度

早
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
併
せ
て
所
謂
卒
業
試
験

に
相
当
す
る
「
総
合
獣
医
学
」
試
験
や
卒
業
論
文

提
出
の
日
程
を
早
め
る
よ
う
対
策
を
取
っ
て
お

り
、
昨
年
度
か
ら
の
成
績
を
見
る
限
り
、
こ
う
し

た
一
連
の
対
応
策
は
国
家
試
験
に
は
プ
ラ
ス
に
作

用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

年
度
の
国
家
試
験
（
第　

回
）
は
平
成　

年

２３

６３

２４

２
月　

、　

日
に
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今

２１

２２

年
度
は
、
新
校
舎
の
建
設
に
伴
い
学
内
で
獣
医
学

科
の
い
く
つ
か
の
教
室
の
引
っ
越
し
な
ど
あ
り
、

国
家
試
験
対
策
室
も
移
動
せ
ざ
る
を
得
ず
、
国
家

試
験
準
備
に
何
が
し
か
の
影
響
が
出
る
こ
と
も
心

配
さ
れ
る
が
、
例
年
以
上
に
土
曜
学
校
を
数
多
く

開
催
す
る
、
総
合
獣
医
学
試
験
日
程
を
学
生
の
試

験
勉
強
に
支
障
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
な
ど
対
応

す
る
予
定
で
、
好
成
績
が
収
め
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　
�

　　

当
初
今
年
度
の
学
術
交
流
会
は
、
母
校
創
立
１

３
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
案

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
会
場
お
よ
び
開
催
時
間
の

調
整
が
つ
か
ず
平
成　

年
９
月　

日
貍
、
同
窓
会

２３

１７

理
事
・
監
事
会
と
代
議
員
会
の
昼
食
時
間
を
利
用

し
て
母
校
Ｂ
棟
に
て
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
第
３
回
、
第
４
回
の
梅

野
信
吉
賞
受
賞
者
の
盆
子
原
準
教
授
お
よ
び
小
澤

准
教
授
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
学
長
、
母
校
教

員
、
同
窓
生
役
員
・
代
議
員
多
数
の
参
加
が
あ
り

有
意
義
な
交
流
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

　
�

　　

平
成　

年
度
（
第
４
回
）
梅
野
信
吉
賞
は
、
応

２２

用
生
命
科
学
部
動
物
科
学
科
シ
ス
テ
ム
経
営
学
・

小
澤
壯
行
准
教
授
が
受
賞
し
た
。
授
賞
テ
ー
マ
は

「
山
羊
産
品
の
需
要
検
証
と
市
場
開
発
及
び
生
産

シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
っ
た
。

　

過
去
３
回
の
受
賞
者
は
獣
医
学
部
獣
医
学
科
の

教
員
で
あ
り
、
自
然
科
学
研
究
を
テ
ー
マ
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
小
澤
先
生
は
、
応
用
生

命
科
学
部
教
員
と
し
て
、
ま
た
社
会
科
学
研
究
を

テ
ー
マ
と
す
る
も
の
と
し
て
は
初
め
て
の
受
賞
と

な
る
。
本
学
で
行
わ
れ
た
優
れ
た
研
究
成
果
を
顕

■ 
第　

回
２７

 　

学
術
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た

■ 
平
成　

年
度

２２

 　

梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
決
定

彰
す
る
と
い
う
「
梅
野
信
吉
賞
」
の
設
定
趣
旨
か

ら
考
え
て
、
獣
医
学
科
以
外
か
ら
小
澤
先
生
が
受

賞
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
賞
の
発
展
の
た
め
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
小
澤
先
生
は
今
年
度

の
「
日
本
畜
産
学
会
賞
」
を
今
回
の
受
賞
テ
ー
マ

に
連
な
る
研
究
内
容
で
受
賞
し
て
お
り
、
本
学
に

も
優
れ
た
社
会
科
学
研
究
者
が
在
籍
し
て
い
る
こ

と
、
同
時
に
権
威
あ
る
学
会
賞
の
受
賞
者
を
同
年

に
学
内
最
高
の
研
究
者
表
彰
で
あ
る
梅
野
信
吉
賞

受
賞
者
と
し
て
顕
彰
で
き
た
こ
と
に
よ
り
本
賞
の

存
在
を
世
に
知
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

点
で
、
非
常
に
意
味
あ
る
受
賞
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。

　

小
澤
先
生
の
研
究
は
畜
産
物
と
し
て
は
マ
イ

ナ
ー
な
山
羊
産
品
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
重
要

性
、
可
能
性
を
学
術
的
に
検
証
し
た
意
義
あ
る
研

究
と
学
会
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で

は
マ
イ
ナ
ー
で
あ
る
が
海
外
に
目
を
向
け
る
と
山

羊
産
品
は
非
常
に
広
く
流
通
し
て
お
り
、
小
澤
先

生
の
研
究
は
、
ご
自
身
の
留
学
先
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
じ
め
諸
外
国
で
は
も
と
よ
り
高
い

評
価
を
受
け
て
い
た
内
容
で
あ
り
、
国
内
で
も
よ

う
や
く
そ
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
山
羊
産
品
の
研
究
を
国
内
だ
け
で
な

く
、
広
く
海
外
で
通
用
す
る
レ
ベ
ル
ま
で
高
め
た

の
は
小
澤
先
生
の
慧
眼
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
の
受
賞
内
容
は
、
本
年
９
月　

日
に
本
学

１７

で
開
催
さ
れ
た
「
学
術
交
流
会
」
の
梅
野
信
吉
賞

受
賞
者
講
演
会
で
一
部
披
露
さ
れ
、
そ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
研
究
内
容
に
改
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
た
次
第

で
あ
る
。
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�
　

平
成　

年
度
卒
業
生
の
進
路
動
向
を
学
科
別
に

２２

見
る
と
次
の
よ
う
な
結
果
で
あ
っ
た
。

　

獣
医
学
科
で
は
就
職
者
の
う
ち
小
動
物
臨
床
の

獣
医
師
就
職
者
が　

・
２
％
で
あ
る
が
、
公
務

７３

員
、
産
業
動
物
獣
医
師
の
就
職
者
が　

・
９
％
と

２３

徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
傾
向
と
な
っ
た
。

　

獣
医
保
健
看
護
学
科
で
は
就
職
者
の
う
ち
例
年

ど
お
り
小
動
物
臨
床
の
動
物
病
院
看
護
師
に　

・
５４

４
％
と
な
っ
た
が
、
製
薬
会
社
へ
の
就
職
が　

・
１９

１
％
と
な
り
人
気
傾
向
で
あ
る
。

　

動
物
科
学
科
で
は
就
職
者
の
う
ち
畜
産
業
・
農

業
関
係
・
製
造
業
へ　

・
８
％
就
職
し
て
い
る
が
、

４１

職
種
へ
の
偏
り
な
く
、
公
務
員
等
も
含
め
幅
広
く

就
職
し
て
い
る
。

　

食
品
科
学
科
で
は
就
職
者
の
う
ち
食
品
製
造
業

が　

％
と
多
く
、
生
産
・
製
造
・
研
究
に
関
す
る

５２
事
故
の
学
業
の
目
指
し
て
き
た
職
種
に
就
職
し
て

い
る
。

　

最
終
的
な
就
職
希
望
者
の
就
職
率
は
、
獣
医
学

科　

・
５
％
、
獣
医
保
健
看
護
学
科　

・
２
％
、

８４

９３

動
物
科
学
科　

・
４
％
、
食
品
科
学
科　

・
６
％

９６

９２

と
な
り
、
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

　

ま
た
院
生
と
し
て
進
学
を
志
す
卒
業
生
は
、
他

大
学
院
も
含
め
、
獣
医
学
科
１
０
０
％
、
獣
医
保

健
看
護
学
科　

・
７
％
、
動
物
科
学
科
１
０
０

９１

％
、
食
品
科
学
科　

・
７
％
と
な
っ
た
。

８６

■ 
平
成　

年
度 
卒
業
生
進
路
動
向

２２

�
　

平
成　

年
３
月　

日
（
金
）
午
前　

時
か

２３

１１

１０

ら
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
「
平
成　

年
２２

度
学
位
記
授
与
式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体
育

館
）
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

本
年
度
か
ら
、
学
部
と
大
学
院
の
授
与
式
が
分

離
挙
行
と
な
り
、
午
前
中
に
学
部
、
午
後
に
大
学

院
の
授
与
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

　

午
前
中
の
学
部
学
位
授
与
式
で
は
、
獣
医
学
科

　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科　

名
、
動
物
科
学
科

９９

９０

　

名
、
食
品
科
学
科　

名
の
合
計
３
３
４
名
に
学

７２

７３

位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

■ 
平
成　

年
度 
学
位
記
授
与
式

２２

　

午
後
か
ら
の
大
学
院
学
位
授
与
式
で
は
、
獣
医

生
命
科
学
研
究
科
獣
医
学
博
士
課
程
修
了
者
及
び

論
文
審
査
合
格
者　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
専
攻

１０

修
士
課
程
修
了
者　

名
、
応
用
生
命
科
学
専
攻
博

１０

士
前
期
課
程
修
了
者　

名
、
同
博
士
後
期
課
程
修

１１

了
者
１
名
の
合
計　

名
に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ

３２

た
。

　

大
学
院
学
位
授
与
式
最
中
の　

時　

分
、
東
日

１４

４６

本
大
震
災
が
起
き
未
曾
有
の
大
震
災
と
な
っ
た
。

そ
の
影
響
で
、
学
部
卒
業
生
が
予
定
し
て
い
た
全

て
の
謝
恩
会
は
中
止
と
な
っ
た
。
ま
た
、
鉄
道
の

運
休
な
ど
で
帰
宅
で
き
な
い
家
族
を
含
め
た
約　
８０

名
が
ア
リ
ー
ナ
で
の
宿
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

�
　

平
成　

年
４
月
６
日
（
水
）
午
前　

時
か
ら

２３

１０

「
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
式
」
が
ア
リ
ー

ナ
（
体
育
館
）
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

本
年
度
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
さ
れ
た

方
へ
の
配
慮
か
ら
、
簡
素
な
形
で
取
り
行
わ
れ
た
。

　

獣
医
学
科　

名
（
学
士
３
名
を
含
む
）、
獣
医

９９

保
健
看
護
学
科
１
０
１
名
、
動
物
科
学
科　

名
、

９７

食
品
科
学
科　

名
、
獣
医
学
専
攻
博
士
課
程
７

８８

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
８

名
、
同
後
期
課
程
３
名
、
応
用
生
命
科
学
専
攻
博

士
前
期
課
程　

名
、
同
後
期
課
程
１
名
の
合
計
４

１１

１
５
名
が
入
学
し
た
。

■ 
平
成　

年
度 

入
学
式

２３

卒業生へ祝辞を述べる中條会長
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�
　

平
成　

年　

月
１
日
（
火
）
正
午
よ
り
本
学
中
庭

２３

１１

の
「
仁
畜
の
碑
」
前
に
て
、
平
成　

年
度
動
物
慰
霊

２３

祭
が
、
無
宗
教
献
花
方
式
を
も
っ
て
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
た
。

　

開
式
の
言
葉
に
続
き
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
池
本
学

長
及
び
学
生
代
表　

栗
原
愛
奏
会
会
長
よ
り
、
追
悼

の
言
葉
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
池
本
学

長
、
今
井
大
学
院
獣
医
生
命
科
学
研
究
科
長
、
新
井

獣
医
学
部
長
、
阿
久
澤
応
用
生
命
科
学
部
長
、
多
川

動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
、
麻
生
牧
場
長
、
菅
原
生

命
科
学
共
同
研
究
施
設
長
、
鈴
木
動
物
実
験
委
員

長
、
栗
原
学
生
代
表
に
よ
る
指
名
献
花
の
後
、
教
職

員
、
学
生
等
約
３
０
０
名
の
参
列
者
が
、
動
物
達
の

冥
福
を
祈
っ
た
。

■ 
平
成　

年
度 

動
物
慰
霊
祭
挙
行
に

２３

つ
い
て

�
　

平
成　

年　

月
５
日
（
土
）
〜
６
日
（
日
）
の

２３

１１

２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

　

一
日
目
は
晴
天
の
中
、
ミ
ニ
ミ
ニ
牧
場
を
始

め
、
伝
統
の
牛
ふ
ん
投
げ
や
空
手
道
部
の
演
武
な

ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
沢
山
の
お
客
様
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
。

　

二
日
目
は
生
憎
の
天
気
と
な
っ
た
が
、
恒
例
の

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
他
練
習
成
果

を
披
露
す
る
演
奏
や
演
武
、
展
示
等
数
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

■ 
平
成　

年
度 
日
獣
祭
を
開
催

２３

�
　

平
成　

年　

月　

日
（
水
）
武
蔵
野
陸
上
競
技
場

２３

１０

１９

に
お
い
て
、
学
生
約
３
０
０
名
が
参
加
し
、
体
育
祭

が
行
わ
れ
た
。

　

各
チ
ー
ム
と
も
、
急
に
冷
え
込
ん
だ
秋
の
空
気
を

吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

■ 
平
成　

年
度 

体
育
祭
を
開
催

２３

←
ア
リ
ー
ナ
前
の
広
場
会
場
ス
テ
ー
ジ
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日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
長

池　

本　

卯　

典

　　　　　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
前
身
私
立
獣

医
学
校
は
１
３
０
年
の
昔
、
９
名
の
陸
軍
獣

医
官
達
が
、　

名
の
青
年
達
を
集
め
、
現
在

１７

の
文
京
区
音
羽
に
あ
る
天
下
の
名
刹
護
国
寺

で
呱
々
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
護
国
寺
は
動

物
と
の
所
縁
は
深
く
、
犬
公
方
と
呼
ば
れ
た

５
代
将
軍
徳
川
綱
吉
公
が
生
母
桂
昌
院
の
発

願
に
よ
り
、
天
和
元
（
１
６
８
１
）
年
２

月
、
上
野
国
（
群
馬
県
）
碓
氷
八
幡
宮
の
別

当
大
聖
護
国
寺
の
亮
賢
僧
正
を
招
き
建
立
さ

れ
た
寺
院
で
す
。
し
か
し
９
月
に
開
校
し
て

　

月
末
の
馬
体
解
剖
の
開
始
に
当
り
、
寺
側

１１か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
き
ま
し
た
。
護
国
寺
創

建
か
ら
２
０
０
年
後
と
は
い
え
、《
生
類
憐

み
の
令
》
を
天
に
布
し
た
犬
公
方
徳
川
綱
吉

公
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
寺
院
と
す
れ
ば
、

蓋
し
当
然
の
成
行
き
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
私

立
獣
医
学
校
は
致
し
方
な
く
、
現
在
の
文
京

区
小
日
向
茗
荷
谷
町　

番
地
に
あ
っ
た
戸
田

１９

子
爵
の
豪
邸
の
一
隅
を
借
り
て
移
転
し
た
よ

う
で
す
。

　

開
校
の
経
緯
は
す
で
に
幾
度
か
述
べ
ま
し

た
が
、
明
治　

（
１
８
８
１
）
年
９
月　

１４

１５

日
、
弱
冠　

才
の
田
沢
直
孝
獣
医
官
を
創
立

２１

代
表
に
、
陸
軍
軍
医
学
舎
出
身
の
い
ず
れ
も

　

才
に
満
た
な
い
青
年
獣
医
官
９
名
が
相
寄

３０り
、
フ
ラ
ン
ス
獣
医
学
を
日
本
に
移
植
さ

れ
、
後
の
東
京
鎮
台
獣
医
部
長
荒
井
義
通
獣

医
監
を
擁
立
し
て
発
足
し
た
日
本
最
初
の
私

立
獣
医
学
校
で
し
た
。

　

以
後
、
二
度
の
休
校
、
茗
荷
谷
、
市
ヶ
谷

加
賀
町
、
河
田
町
（
現
・
東
京
女
子
医
大
）、

目
黒
、
現
在
地
の
武
蔵
境
と
、
校
舎
移
転
は

６
回
に
及
び
、
１
３
０
年
の
風
雪
に
耐
え
て

今
日
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
先
報
の
《
日
本

獣
医
畜
産
大
学
創
立　

周
年
誌
》
に
よ
る

８０

と
、
本
学
の
発
展
過
程
は
概
略
次
の
よ
う
に

区
分
し
て
あ
り
ま
す
（
若
干
加
筆
）。

　

第
１
期：

小
石
川
時
代：

私
立
獣
医
学
校

（
明
治　

年
か
ら
明
治　

年
）

１４

２２

　

第
２
期：

牛
込
時
代：

東
京
獣
医
学
校
・

特
別
認
可
私
立
東
京
獣
医
学
校
（
明
治　

年
２５

か
ら
明
治　

年
）

３５

　

第
３
期：

目
黒
時
代：

日
本
獣
医
学
校

（
明
治　

年
か
ら
昭
和　

年
）

４４

１２

　

第
４
期：

武
蔵
境
時
代：

日
本
高
等
獣
医

学
校
・
日
本
獣
医
畜
産
専
門
学
校
（
昭
和　
１３

年
か
ら
昭
和　

年
）

２７

　

第
５
期：

武
蔵
境
時
代：

日
本
獣
医
畜
産

大
学
（
昭
和　

年
か
ら
平
成　

年
）

２４

１７

　

第
６
期：

武
蔵
境
時
代：

日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
（
平
成　

年
か
ら
現
在
）

１８

　

そ
の
間
に
お
け
る
本
学
発
展
の
時
代
史

は
、
す
で
に
１
０
０
周
年
・
１
２
０
周
年
記

念
誌
の
記
録
写
真
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
護
国
寺
に
お
け
る
創
立
当
初
の
写
真

記
録
は
極
め
て
少
な
く
、
創
立
総
代
の
田
澤

直
孝
獣
医
官
や
校
長
に
就
任
さ
れ
た
荒
井
義

通
獣
医
監
の
面
影
を
探
す
の
に
苦
労
し
た
次

第
で
す
（
１
３
０
年
の
追
憶
参
照
）。

　

そ
の
間
に
お
け
る
最
大
の
変
革
は
、
昭
和

　

年
４
月
に
お
け
る
学
校
法
人
日
本
医
科
大

２７学
と
の
合
併
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に
荊
棘
と
改

革
の
道
程
を
辿
り
な
が
ら
の
軌
跡
が
偲
ば
れ

ま
す
。
創
生
期
か
ら
戦
中
・
戦
後
、
そ
し
て

平
和
な
現
代
ま
で
の
卒
業
生
数
１
６
、
０
０

０
余
名
は
国
内
の
み
な
ら
ず
、
遠
く
世
界
に

雄
飛
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和　

年
８
月　

日
、
第
二
次
世
界
大
戦

２０

１５

が
終
結
し
、
軍
事
色
の
濃
か
っ
た
獣
医
学
教

育
を
平
和
と
産
業
に
貢
献
す
る
獣
医
学
教
育

に
転
換
す
る
と
同
時
に
、
安
心
・
安
全
な
食

糧
の
生
産
確
保
と
流
通
に
即
応
し
た
畜
産
学

科
の
再
興
と
畜
産
食
品
工
学
科
の
新
設
が
事

始
め
で
し
た
。
以
来
、
多
少
の
改
革
・
改
善

を
進
め
、
平
成
年
間
に
入
り
、
文
部
科
学
省

の
規
制
緩
和
政
策
は
、
大
学
・
学
部
・
学
科

の
増
設
を
促
し
、
受
験
生
全
員
が
合
格
で
き

る
大
学
大
衆
化
現
象
を
惹
起
し
ま
し
た
。
幸

い
、
本
学
は
大
学
基
準
協
会
の
認
証
評
価
、

正
会
員
資
格
等
を
経
て
、
順
調
に
推
移
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成　

年
代
か
ら
本
格
的
な
変
革
を
試

１５

み
、
学
名
を
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
に
変

更
し
、
さ
ら
に
応
用
生
命
科
学
部
と
獣
医
学

部
の
二
学
部
制
を
は
じ
め
、
畜
産
学
科
を
動

物
科
学
科
に
、
畜
産
食
品
工
学
科
を
食
品
科

学
科
に
変
え
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
新

設
、
定
員
増
、
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
、
体
育

施
設
、
学
生
厚
生
施
設
、
教
育
棟
の
整
備
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
ハ
イ
テ
ク

リ
サ
ー
チ
、
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
研
究
基

盤
形
成
支
援
計
画
等
に
基
づ
く
文
科
省
の
支

援
を
得
て
教
育
と
研
究
の
施
設
整
備
も
進

み
、
高
度
獣
医
療
、
人
獣
共
通
感
染
症
、
公

衆
衛
生
、
産
業
動
物
育
成
、
食
育
教
育
の
展

開
等
に
寄
与
で
き
る
体
制
も
整
い
、
学
生
教

育
の
質
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
１
３
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

食
品
・
動
物
・
獣
医
保
健
看
護
の
各
学
科
と

医
学
部
教
養
課
程
を
収
容
す
る
教
育
棟
建

設
、
東
京
大
学
田
無
農
場
の
一
部
を
買
収

し
、
馬
場
と
運
動
場
を
移
転
す
る
計
画
も
進

行
中
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
と
実
践
は
、
い
ず
れ
も
学

校
法
人
日
本
医
科
大
学
、
本
学
の
同
窓
会
、

父
母
会
並
び
に
教
職
員
の
皆
様
に
よ
る
後
支

援
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。
同
時
に
学
紀
１
３
０
周
年
記

学
紀
百
三
十
周
年
の
回
想
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平
成　

年
９
月　

日
（
日
曜
日
）
午
後
５

２３

１８

時
よ
り
帝
国
ホ
テ
ル
孔
雀
の
間
に
お
い
て
母

校
創
立
１
３
０
周
年
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
鹿
野
道
彦
農
林
水
産
大
臣
、
文

部
科
学
大
臣
代
理
、
石
破
茂
衆
議
員
議
を
初

め
と
す
る
衆
議
員
議
員
、
文
部
科
学
省
、
農

林
水
産
省
、
厚
生
労
働
省
、
各
関
係
団
体
、

念
に
当
り
、
学
是
《
敬
譲
相
和
》
に
加
え
、

孔
子
の
箴
言
《
克
己
復
礼
・
己
に
克
ち
て
礼

に
復
す
》
を
魂
に
銘
じ
、
本
学
の
発
展
に
努

め
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ

ろ
し
く
後
支
援
下
さ
い
。

【
追
記
】

　

平
成　

年
５
月　

日
、
本
学
は
「
１
３
０

２３

１０

年
の
宣
言
」
を
ア
リ
ー
ナ
の
前
庭
に
お
い

て
、
赫
理
事
長
、
常
務
理
事
各
位
、
同
窓
会

長
、
教
職
員
、
学
生
等
に
列
席
し
て
頂
き
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。
宣
誓
文
は
《
学
紀
１
３

０
周
年
記
念
日
に
当
り
、
日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学
は
学
是
で
あ
る
「
敬
譲
相
和
」、
到

達
目
標
で
あ
る
「
愛
と
科
学
の
聖
業
を
培

う
」、
教
育
理
念
と
し
て
掲
げ
る
「
愛
と
科

学
す
る
心
を
持
っ
た
獣
医
師
及
び
生
命
科
学

の
研
究
者
並
び
に
専
門
職
の
育
成
」
に
邁
進

す
る
こ
と
を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。》

と
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
９
月　

日
に
、「
創
立
１
３
０

２３

１８

周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
・
祝
賀
会
」
を
帝

国
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
記
念
式
典
と
祝
賀
会

は
「
孔
雀
の
間
」、
講
演
会
を
「
富
士
の
間
」

で
行
い
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
は
、
常
陸
宮

両
殿
下
に
臨
席
し
て
頂
き
、
鹿
野
農
水
大
臣

を
主
賓
に
、
学
・
官
・
産
の
各
界
、
同
窓
生
・

父
母
会
・
学
生
代
表
等
約
８
０
０
名
の
出
席

を
仰
ぎ
、
盛
会
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

母
校
１
３
０
周
年
宣
言

母
校
創
立
１
３
０
周
年

記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
る

　

母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
祭
の
一
環
と

し
て
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
・
学
記
１

３
０
周
年
記
念
宣
言
が
、
平
成　

年
５
月　

２３

１０

日
（
火
）
執
り
行
わ
れ
た
。

　

午
後　

時
よ
り
母
校
前
庭
に
お
い
て
多
数

１２

の
教
職
員
、
学
生
、
同
窓
会
役
員
の
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
た
。
学
校
法
人
日
本
医
科
大

学
赫
理
事
長
の
ご
挨
拶
の
あ
と
、
池
本
学
長

よ
り
記
念
宣
言
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
に
合
唱
団
あ
か
と
ん
ぼ
が
学
歌
を
斉

唱
し
閉
会
と
な
っ
た
。

し
た
。

　

な
お
、
常
陸
宮
両
殿
下
を
は
じ
め
特
別
講

演
者
の
田
原
総
一
朗
さ
ん
、
司
会
の
平
野
啓

子
さ
ん
の
い
ず
れ
も
単
な
る
依
頼
者
で
は
な

く
、
本
学
ま
た
は
本
学
関
係
者
と
深
い
絆
の

あ
る
方
達
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
１
３
０
周

年
記
念
行
事
費
は
、
悉
く
学
校
法
人
日
本
医

科
大
学
の
支
援
に
よ
る
施
行
で
あ
っ
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

← 　

周
年
宣
言
式
に
て
赫
理
事
長
の
挨
拶
、
出
席
し
た

１３０同
窓
会
理
事

１３０周年の宣言をする池本学長
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母
校
の
姉
妹
校
を
は
じ
め
日
本
医
科
大
学
教

職
員
、
母
校
教
職
員
、
同
窓
生
な
ど
８
０
０

余
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

母
校
の
吹
奏
楽
団
の
奏
で
る
音
楽
に
迎
え

ら
れ
参
加
者
は
続
々
と
会
場
に
詰
め
か
け
た
。

　

平
野
啓
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会
で
始
ま

り
、
池
本
学
長
の
式
典
の
報
告
と
開
会
の

辞
、
赫
理
事
長
挨
拶
、
日
本
私
立
大
学
協
会

会
長
、
私
立
獣
医
科
大
学
協
会
会
長
、
コ
ン

ケ
ン
大
学
長
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
副

学
長
か
ら
の
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

続
い
て
、
母
校
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表

彰
さ
れ
、
同
窓
会
か
ら
は
中
條
会
長
、
斎
藤

副
会
長
、
藤
田
理
事
、
寺
田
理
事
が
受
彰
さ

れ
た
。

　

宴
は
主
催
者
お
よ
び
来
賓
に
よ
る
鏡
開
き

に
よ
り
始
ま
り
、
特
製
升
に
よ
る

樽
酒
で
乾
杯
が
行
わ
れ
、
歓
談
時

間
は
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

参
加
さ
れ
た
同
窓
生
３
０
０
余
名

は
懐
か
し
い
出
会
い
な
ど
で
賑
わ

っ
た
。

　

閉
会
前
に
�
合
唱
団
あ
か
と
ん

ぼ
�
の
Ｏ
Ｂ
参
加
に
よ
る
学
歌
斉

唱
が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
る

中
、
阿
久
沢
応
用
生
命
科
学
部
長

の
閉
会
の
辞
で
幕
を
閉
じ
た
。

愛奏会の演奏する中会場へ

鏡開き

あかとんぼOBによる学歌斉唱

中條同窓会会長の表彰


